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高年齢労働者の転倒災害防止の
ための身体機能改善プログラム 

愛知医科大学 医学部 衛生学講座 

東海ゴム工業（株）  

人事総務部 ヘルスケア室 

川越 隆 

高年齢労働者の転倒災害防止を考える  
～65歳現役社会を迎えて～ 

第８６回日本産業衛生学会 産業衛生技術フォーラム 

• 転倒災害概況 

 

• 転倒災害発生フロー 

 

• 転びのパターン 

 

• 加齢に伴う身体機能の変化 

 

• 事例紹介 
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資料：厚生労働省：平成２１年度労働者死傷病報告 

平成21年度 
114,152人 

転倒災害 
第1位 

 事故の型別死傷災害発生割合 
（死亡災害及び休業4日以上） 

業種別・事故の型（転倒）別死傷者数 
（休業4日以上） 
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製造業の転倒起因物別発生割合 

6 

年齢と転倒災害の関係 
事故の型別・転倒被災者の年齢階級別死傷者数（製造業） 

資料：「安全衛生年鑑平成17年版」 中災防 

(人） 

加齢により 
転倒災害増加 
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傷害増幅要因 

身体強度・耐性、回避
能力（敏捷性）、骨強度、

内臓耐性など 

転倒災害
発生 

（永田久雄： 「転び」事故の予防科学,  2010  改変） 

内的要因 

運動機能低下 

視覚機能低下 

身体・精神的疾患 

服薬状況 

その他 

外的要因 

床面摩擦・
凹凸、段差 

手すり、照明
通路幅など 

社会・管理的要因 

整理・整頓、焦り・
規則違反、職場風

土など 

すべり 
（路面） 

踏み外し 
（階段） つまずき 

（段差） 

転倒災害発生のフロー 

前方・横方向への転倒 

川越 隆： (社）安全衛生マネジメント協会HP  
「転倒災害の防止」 http://www.aemk.or.jp/tumble01.html 
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後方への転倒 

川越 隆： (社）安全衛生マネジメント協会HP  
「転倒災害の防止」 http://www.aemk.or.jp/tumble01.html 

躓きによる転倒 

川越 隆： (社）安全衛生マネジメント協会HP  
「転倒災害の防止」 http://www.aemk.or.jp/tumble01.html 

例）約1ｃｍの障害

物で躓き、結果とし
て転倒 
 
同様なことは、 

階段を上がる際に
も生じる。 

障害物に足をぶつけ、突然停止した際に生じる。 
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踏み外しによる転倒 

川越 隆： (社）安全衛生マネジメント協会HP  
「転倒災害の防止」 http://www.aemk.or.jp/tumble01.html 

前足を踏み出す際に、予測していたよりも 
地面が低い場合 

製造業の転倒災害の型別死傷数 
（休業4日以上） 

滑りには環境対策 
躓きには、内的要因（身体機能面）への配慮した対策 
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加齢に伴う身体機能の変化 
（自動車製造業：n=2526） 

13 

（静的バランス・閉眼片足立ち） 

 

（敏捷性・スクエアーステップ） 

 

立位バランス悪化 

転倒危険性を増大 

反応性遅延 

危険回避能力の低下 

川越隆： 労働の科学, 66(11), 678-684, 2011 

転倒の内的要因 
相対危険度 

Colom-Emeric, 2002 

相
対
危
険
度 

末梢神経障害の原因は、糖尿病、動脈硬化 
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二重課題能力は転倒と関連 
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標準歩行 二重課題歩行 

転倒群 

非転倒群 

(山田実ほか 理学療法科学 22：505-509, 2007) 

二重課題歩行時 

通常歩行時 

（秒） 

転倒災害防止のための身体機能改善プログラム 

事例 

 マツダ（株） 

 「いきいき安全体操」 
 



2013/5/24 

9 

高年齢労働者の体操実施による転倒リスク 

（転倒経験・転倒ヒヤリハット）の変化 

   

項目 

体操開始前 

(n=77)   

人数 (%) 

8ヶ月後 

 (n=77) 

人数(%) 

 

P値 

 

転倒経験 

 はい 

 いいえ 

 

 

 

13 (16.9) 

64 (83.1) 

 

 

 

4 (5.2) 

73 (94.8)  

 

 

 

P<0.05   

 

 

 

転倒ヒヤリハット 

 はい 

 いいえ 

  

 

36(46.8) 

41 (53.2) 

 

 

19 (24.7) 

58 (75.3) 

 

 

P<0.001 

川越隆： 労働の科学, 66(11), 678-684, 2011 

 体操実施による高年齢労働者の 

身体機能の変化（n=77） 

18 
川越隆： 労働の科学, 66(11), 678-684, 2011 
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身体機能改善プログラムの有効性 

1) 身体機能↑  

  静的バランス 

  柔軟性 

  敏捷性  

  下肢筋力 

 

2) 転倒リスク↑ 

    転倒経験 

    転倒ヒヤリハット経験 

 転倒リスクを低減する上で 
一定の効果を期待できる 

課題 

1. 高年齢労働者への意識づけ 
 
 

2. 個人差への配慮 
 
 

3. 安全かつ効果的な運動プログラム 
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